
※1泊2日の開催です。※お部屋割りは、主催者の一任とさせていただきます。※本イベントの様子は、海と日本プロジェクトin秋田県の番組やホームページ・SNS等に使用いたしますので予めご了承ください。

かつての八郎潟は海の一部でたくさんの魚や貝が生息していました。干拓前にはヤマトシジミもたくさん獲れてい
て漁業が盛んでした。しかしその後、ヤマトシジミは、現在の八郎潟では水揚げされなくなりました。かつて海
だった八郎潟の成り立ちを学習し海の移り変わりの様子を認識しながら海が生物に与える恩恵を学びます。
八郎潟の生態系を復活させようと立ち上がり、ヤマトシジミ養殖を行っている団体の養殖場を見学し収穫体験を
しながら、一度変化した生態系を元に戻す事の大変さとそれには多くの時間がかかる事を学習します。

AKT秋田テレビ（本社）に集合
大潟村へ出発
干拓博物館 到着

ホテル 到着（サンルーラル大潟） 
昼食（昼食後、出発）

  9：00
  9：30
10：30

12:00

起床・朝食
ホテル 出発
天王B&G海洋センター 到着

7：00
8：30
9：00

ホテル 到着（サンルーラル大潟）
昼食
アウトプット制作
まとめ発表 など
ホテル 出発
AKT秋田テレビ到着後、解散

12:30

14:00

17:00
18:00

天王B&G海洋センター 到着

ホテル 到着（サンルーラル大潟）
夕食・お風呂
今日の振り返り・まとめ

13：30

17:30
18:00
20：00

八郎潟は昔は海だった！？
かつては海だった八郎潟にたくさん生息していたヤマトシジミのことを学習しよう！

ヤマト シジミの収穫を体験しよう
八郎潟から海につながっている汽水域でヤマトシジミを収穫しよう！

生態系の為に自分たちができる事は？
ヤマトシジミ養殖場周辺のヘドロと砂の除去作業を体験しよう！

ヤマトシジミが生息している水質はどうなっている？
塩分濃度や水温を調べて、ヤマトシジミの生息に適しているか調査しよう！

汽水域から海までカヌーでＧＯ！
八郎潟から海につながっている汽水域からカヌーに乗って海まで行ってみよう！

主催　（一社）海と日本プロジェクト in 秋田県　後援　秋田県教育委員会
協力　秋田県立大学、秋田県水産振興センター、秋田パドラーズ、T-sac

企画運営：　　　　　　　　　　　　 ライナーハウス ※この活動は、日本財団が推進する海と日本プロジェクトの一環で実施しています。
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主催側といたしまして、傷害保険に加入します。
また、補償内容は以下となりますので、適用日時やこれ以上の補償を望まれる
方は、ご自身での加入をお願い致します。

●東京海上日動火災保険株式会社
　適用日時：イベント当日　死亡・後遺傷害保険金額10,000千円
　入院保険金日額10,000円　通院保険金日額5,000円
　※手術保険金のお支払額は、入院保険金日額の10倍（入院の手術）
　　または、5倍（入院以外手術）となります。

❶当日は強い日差しが予想されます。長袖や帽子を着用し日焼けを防いで
ください。
❷学習に必要な筆記用具をご持参下さい。学習ノートはこちらで用意致します。
❸カヌー体験・シジミ収穫など濡れる可能性がございます。着衣・水中でも使
えるシューズ、着替え、タオル等を各自ご用意下さい。
❹当日は番組取材、雑誌取材等が入ります。番組放送やＷｅｂ掲載等に伴
う権利許諾を、ご了承頂いた方のみご参加をお願い致します。
❺1日目の昼食、夕食、２日目の朝食、昼食をご用意しております。熱中症対
策で飲み物を準備しておりますが、マイボトルを持参していただいても
構いません。

❻本イベントは、マスクの着用は個人の判断に委ねます。

申込用紙をダウンロードの上、E-mailでご応募ください。またFAXでお申し込みの場合は
太枠内をご記入のうえ、下記の番号へFAXにてお申込みご応募ください。ご応募方法

参加決定者の保護者の方には、参加決定のご連絡をいたします。必ず連絡先をご明記ください。

（一社）海と日本プロジェクト in 秋田県事務局（担当：森岡）

※参加決定者の保護者の方には、参加決定の
　ご連絡をいたします。必ず連絡先を明記ください。

海と日本プロジェクト in 秋田県のホームページ


